
栃木県減災対策協議会

令和元(2019)年度の取組状況
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資料３－１



１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

○具体的な取組
防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備
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○防災ラジオの運用開始
（令和元年６月開始）

○防災ラジオ購入補助制度実施
（令和２年２月補助対象者拡大）

宇都宮市

【具体事例】



１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

○防災ラジオの運用開始
（令和元年１２月開始）

○具体的な取組
防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備
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下野市

【具体事例】



【具体事例】

１）ハード対策の主な取組
２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

那須烏山市

○具体的な取組
防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備
対象地区全住民への確実な情報伝達方法の確立（自治体未加入世帯、高齢者、外国人等）

○防災情報伝達システムの導入

■携帯電話回線網を活用したアプリケーションによる防
災情報の伝達システムを構築。
・J-ALERTと連動させることにより、本システム、市防
災・行政メール、エリアメール・緊急速報メールに対し
ワン・オペレーションで配信が可能。
・戸別受信機により、音声情報としての配信も可能（
戸別受信機は、世帯員全員が携帯電話を持たない
世帯に令和元～２年度にかけて無償貸与予定。
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市町名 地先 市町名 地先

1 利根川水系 山田川 宇都宮市 富岡橋 13 久慈川水系 押川 大田原市 新波止橋

2 利根川水系 名草川 足利市 新梶川橋 14 那珂川水系 宮川 矢板市 宮川橋

3 利根川水系 姥川 足利市 塩島橋 15 那珂川水系 江川 那須烏山市 江川橋

4 利根川水系 藤川 栃木市 新皆橋 16 那珂川水系 江川 那須烏山市 新橋

5 利根川水系 三杉川 栃木市 東川橋 17 利根川水系 田川 下野市 谷地賀橋

6 利根川水系 菊沢川 佐野市 菊沢川橋 18 利根川水系 武名瀬川 上三川町 上蒲生

7 利根川水系 菊沢川 佐野市 田島橋 19 那珂川水系 木須川 茂木町 小深橋

8 利根川水系 小藪川 鹿沼市 露取橋 20 那珂川水系 坂井川 茂木町 松本橋

9 利根川水系 武子川 鹿沼市 仁神堂橋 21 利根川水系 野元川 芳賀町 野元橋

10 利根川水系 田川 日光市 田川橋 22 利根川水系 五行川 高根沢町 神ノ前橋

11 利根川水系 行川 日光市 赤行橋 23 利根川水系 大沼川 高根沢町 中央橋

12 那珂川水系 湯坂川 大田原市 豆田橋

NO 水系名 河川名
設置箇所

NO 水系名 河川名
設置箇所

１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

○具体的な取組
簡易水位計やCCTVカメラ等の検討・設置

栃木県

【具体事例】

・洪水時の監視体制の強
化のため、危機管理型水
位計を２０河川２３箇所に
設置

※閲覧方法：川の水位情報
URL：https://k.river.go.jp
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危機管理型水位計設置箇所図（R元年度設置）

設置箇所一覧（20河川、23箇所）

○危機管理型水位計の設置



１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

○具体的な取組
簡易水位計やCCTVカメラ等の検討・設置

栃木県

【具体事例】
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簡易型河川監視カメラ設置箇所図

設置箇所一覧（16河川、22箇所）

○簡易型河川監視カメラの設置

・洪水時の監視体制の強
化のため、に簡易型河川
監視カメラを１６河川２２
箇所に設置

市町名 地先

1 利根川水系 姿川 宇都宮市 大杉橋

2 利根川水系 尾名川 足利市 岡山橋

3 利根川水系 思川 栃木市 保橋

4 利根川水系 巴波川 栃木市 倭橋

5 利根川水系 赤津川 栃木市 伊吹橋

6 利根川水系 旗川 佐野市 白旗橋

7 利根川水系 小曽戸川 佐野市 槐橋

8 利根川水系 黒川 鹿沼市 府中橋

9 利根川水系 古大谷川 日光市 川室橋

10 利根川水系 姿川 小山市 姿川橋

11 利根川水系 田川 小山市 田川橋

12 那珂川水系 松葉川 大田原市 下高橋

13 那珂川水系 内川 矢板市 京町橋

14 那珂川水系 内川 矢板市 内川橋

15 那珂川水系 箒川 那須塩原市 明神橋

16 利根川水系 五行川 さくら市 氏家体育館脇

17 那珂川水系 内川 さくら市 旭橋

18 那珂川水系 荒川 那須烏山市 新荒川橋

19 利根川水系 田川 上三川町 明治橋

20 利根川水系 五行川 芳賀町 両郡橋

21 利根川水系 五行川 芳賀町 五行橋

22 利根川水系 泉川 塩谷町 井戸神橋

NO 水系名 河川名
設置箇所



１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

○具体的な取組
水防活動を支援するための水防資機材の配備（新技術活用も含め）及び適切な管理

栃木県

【具体事例】
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○出水期前に関係自治体、消防等と連携し、土木事務所が管理する水防
倉庫の点検（資機材の備蓄状況確認）を実施

■宇都宮土木の点検状況（5/15）

■真岡土木の点検状況（5/29）

■栃木土木の点検状況（5/27）■安足土木の点検状況（5/23）

■鹿沼土木の点検状況（5/31）■大田原土木の点検状況（5/28）



○具体的な取組
想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図等の作成や氾濫シミュレーションの公表

○想定最大規模降雨によりダム下流河川が氾濫
した場合の浸水想定図を作成・公表

ダム名 関係市町 対　象　区　間 延　長

中禅寺ダム 日光市 中禅寺湖畔、中禅寺湖～霧降大橋 約26.5㎞

三河沢ダム 日光市 三河沢ダム下流～湯西川ダム貯水池 約11.5㎞

西荒川ダム 西荒川ダム下流～荒川合流 約5.0 ㎞

東荒川ダム 東荒川ダム下流～新松島橋 約24.0㎞

塩原ダム
大田原市

矢板市
那須塩原市

塩原ダム下流～かさね橋 約18.0 ㎞

寺山ダム 矢板市 寺山ダム下流～内川合流 約11.0 ㎞

松田川ダム 足利市 松田川ダム下流～渡良瀬川合流 約11.0 ㎞

矢板市

さくら市
塩谷町
高根沢町
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

【具体事例】

栃木県



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域を考慮したハザードマップの作成・周知
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○河内・上河内地区土砂災害ハザードマップの改訂
○ハザードマップ改訂に伴うハザード内の避難所利用の見直し

土砂災害ハザードマップ（裏面）土砂災害ハザードマップ

宇都宮市

【具体事例】



【具体事例】

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域を考慮したハザードマップの作成・周知
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○ハザードマップ説明会を実施

・想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域を掲載したハザードマップを
作成したことから、市内の各地域で説明会を計９回実施し、２６０名が参加し
た。

栃木市



○ダム緊急放流時の浸水想定区域をもとに洪水避難地図を作成
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域を考慮したハザードマップの作成・周知

【具体事例】

・関東東北豪雨の際は、ダムの
計画水位を超えた場合の緊急
放流について、浸水域等を想定
していなかったため、避難情報
の発令に時間を要した。

・国（鬼怒川ダム統合管理事
務所）と緊急放流時の浸水想
定区域をシミュレーションし、浸
水の恐れがある区域を把握し、
緊急放流時の避難情報の発令
に備えるとともに、洪水避難地
図を作成、周知した。

日光市



○想定最大規模降雨による浸水想定区域に対応したハザードマップを作成
○令和元年８月に作成し、該当する地域へ全戸配布を実施
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域を考慮したハザードマップの作成・周知

那須塩原市

【具体事例】
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
地域特性を踏まえた適切な避難方法（垂直避難等）の検討・周知（効果的なまるごとハザー
ドマップの検討・周知を含む）

【具体事例】

日光市

○まちごとまるごとハザードマップの実施

・国が作成した浸水想定をもとに電柱に浸水想定深を表示
設置箇所数：１４か所
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
地域特性を踏まえた適切な避難方法（垂直避難等）の検討・周知（効果的なまるごとハザー
ドマップの検討・周知を含む）

【具体事例】

那珂川町

○避難訓練の実施（小川第５行政区）

■当該地区では初となる実働の避難訓練であり、避難訓
練後に防災講話を実施した。

（工夫点）
・実災害時と可能な限り同様の情報伝達及び避難方法の実施
・地区付近の避難所の案内や避難行動時の留意点を説明
・警戒レベルの導入及び自助・共助による声掛け避難の啓発

（効果）
・実災害時における避難行動への理解と避難にかかる時間の
把握
・避難所の把握と警戒レベルの導入への理解



那須烏山市
茂木町

○要配慮者利用施設の避難確保計画作成に係る講習会を実施

■実施日：令和２年１月２２日（水）
■会 場 ：栃木県庁南那須庁舎
・那須烏山市、茂木町合同で、洪水浸水想定区域及び土砂災害警戒区域内に
位置する施設を対象とした避難確保計画作成講習会を実施。
・市、町の他、常陸河川国道事務所、県河川課、県砂防水資源課、県危機管理
課、宇都宮地方気象台と連携。
・座学による講義の他、ワークによる実践形式で実施。

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
要配慮者利用施設の避難計画の検討・作成及び管理者への周知・啓発
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【具体事例】



○那須烏山市・茂木町が主催、栃木県・常陸河川国道事務所・気象台の共同による、要配
慮者利用施設の避難確保計画作成に係る講習会に参加。
○防災気象情報の解説や実践形式ワークの支援。（令和２年１月２２日那須烏山市）

防災気象情報の解説 実践形式のワークに参加

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
要配慮者利用施設の避難計画の検討・作成及び管理者への周知・啓発

宇都宮地方気象台
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【具体事例】



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
避難勧告等の判断・伝達マニュアルの見直し
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【具体事例】

栃木県

被災自治体の対応事例発表の様子

風水害時の対応シミュレーションの様子

・各市町における避難勧告等の発令基準に
ついて、迅速かつ適切な整備（見直し）を促
進することを目的に実施。

■実施日
令和元年６月２７日（木）

■対象者
市町防災担当職員
（課長級1名＋実務担当者1名）

■実施内容
・内閣府避難勧告等ガイドラインの説明
・過去の事例分析
・風水害時の対応シミュレーション
（図上訓練形式） など

○避難対策強化推進研修会の実施



○ダム管理者から関係市町長へ避難勧
告等の発令判断を支援するためのトップ
セミナーを実施

○具体的な取組
避難勧告等の判断・伝達マニュアルの見直し

・足利市長 ：令和元年５月22日
・日光市長 ：令和元年６月５日
・矢板市長 ：令和元年６月７日
・大田原市長 ：令和元年６月13日
・塩谷町長 ：令和元年６月13日
・さくら市長 ：令和元年６月17日
・那珂川町長 ：令和元年６月17日
・那須塩原市長：令和元年６月20日

足利市長へ説明

矢板市長へ説明

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

【具体事例】

栃木県
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
自助、共助を目指した自主防災組織の充実

19

○自主防災会役員・リーダー研修会の実施
（令和元年８月２７日（火））

【研修内容】
・「防災気象情報の利用と警戒レベル」について
（宇都宮地方気象台）
・「ハザードマップ」について（市河川課）
・「宇都宮市が発令する災害情報」について
（市危機管理課）

宇都宮市

○自主防災会連絡会議における
台風１９号対応の振り返りを実施

【具体事例】



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
自助、共助を目指した自主防災組織の充実
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○佐野市自主防災組織連絡協議会と佐野市防災士連絡会との合同研修を実施

【目的】
自主防災組織の役員と防災士とが防災に関する自身のスキルアップを図るとともに、
合同で研修を行うことにより、防災士の地元における活動の場を広げ、地域の危険箇
所等を把握し防災知識を深めることにより、今後の地域防災力向上に繋げる。

ＤＩＧ（災害図上訓練）研修会の実施
（令和元年７月２０日）

視察研修会の実施（令和元年１０月２日）
①防災科学技術研究所
②産業技術総合研究所

佐野市

【具体事例】



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○町内の１４自治会（自主防災組織）すべてと合同で防災訓練を実施。
○各自主防災組織に訓練運営に係る経費を助成。
○各自主防災組織では、避難行動要支援者名簿を活用した避難行動要支
援者に係る訓練を実施するとともに、各自主防災組織ごとに地域の課題な
どに対応した訓練を実施。

土砂災害警戒区域の点検（西高橋地区）

○具体的な取組
自助、共助を目指した自主防災組織の充実

21
県防災士会による防災グッズ作成

（与能地区）
避難所設置訓練
（東水沼地区）

消防職員による救急救命講習（八ツ木地区）

芳賀町

【具体事例】



地区防災計画 策定研修

避難訓練

資機材 22

○自主防災組織の訓練、設立支援

○資機材購入補助

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
自助、共助を目指した自主防災組織の充実

塩谷町

【具体事例】



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

・災害情報に基づく避難行動確認訓練
・避難所開設訓練及び避難所運営訓練
・災害時要配慮者に対する支援訓練
・ボランティア団体等の受入訓練
・野木町建設業協同組合によるライフライン復旧訓練
・消防機関（消防団を含む）による避難誘導訓練
・災害協定締結自治体及び関係機関との連携訓練

災害対策本部

○具体的な取組
タイムラインの作成及び実践的な訓練の検討

大型土のう積み上げ訓練避難所状況

○令和元年１０月６日、全町避難訓練を実施

野木町

23

【具体事例】



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

・災害対策本部（県庁）において気象解説および、現地災害対策本部
（那珂川町）において災害対策本部（県庁）と連携。

県庁災害対策本部で気象解説 那珂川町災害対策本部で県庁と連携

宇都宮
地方気象台

24

【具体事例】

○具体的な取組
タイムラインの作成及び実践的な訓練の検討

○栃木県防災図上総合訓練に参加（令和元年８月１日）



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
水防災に関する説明会
小中学生を対象とした防災教育の実施及び教員へのサポート
出前講等座を活用した講習会の開催

25

宇都宮市

地域住民対象の防災出前講座小学生対象の防災出前講座

地域住民対象の台風１９号を踏まえた勉強会

【具体事例】



○ダムの操作に関する情報提供等に関わる
住民説明会を実施

・矢板市 ：平成31年2月19日（参加者12名）
・那須塩原市：平成31年３月４日（参加者４名）
・足利市 ：平成31年３月13日（参加者36名）
・足利市 ：平成31年３月14日（参加者24名）
・大田原市 ：令和元年5月22日（参加者13名）
・大田原市 ：令和元年5月23日（参加者６名）
・大田原市 ：令和元年5月25日（参加者９名）
・さくら市 ：令和元年6月27日（参加者7名）
・日光市 ：令和元年6月27日（参加者14名）
・塩谷市 ：令和元年6月28日（参加者27名）
・日光市 ：令和元年7月12日（参加者3名）

参加者 計155名 那須塩原市

矢板市

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
水防災に関する説明会の開催

【具体事例】

栃木県

26



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○令和元年１１月２４日（日）に押上小学校において防災訓練を実施

・地域住民・生徒やその家族を対象にハザードマップを用いた防災講座を
実施。

27

さくら市

【具体事例】

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施及び教員へのサポート



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施及び教員へのサポート

○小中学校に職員を派遣し、防災知識に関する普及啓発を実施。（8件）
○気象台に小中学校の見学を受け入れ、気象や防災に関する説明を実施。（16件）
○学校や教育機関に職員を派遣し、教員を対象とした防災に関する講話を実施。

小学生による気象台見学 芳賀地区児童生徒指導連絡協議会で気象解説 28

【具体事例】

宇都宮
地方気象台



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
水防災に関する説明会の開催

気象防災連絡会（R1.6.26：県庁） 台風第15号説明会（R1.9.6：気象台） 台風第19号JEET派遣（R1.10.22：県庁）

○関係機関と連携した防災対応を行うため、毎年出水期前に気象防災連絡会を開催。
（令和元年度は６月２６日実施）
○台風の接近等に伴う影響や防災上の留意事項等について、台風説明会（気象台・県庁）
を開催し関係機関に注意・警戒を呼び掛け解説資料を提供。
（令和元年度は６回実施（うち３回資料送付のみ））
○台風第１９号においてJEET（気象庁防災対応支援チーム）派遣を実施。
（県災害対策本部１９回、市町５回）
○気象台の見学やお天気フェア（今年度中止）のイベントを開催、防災知識の普及啓発を実施。

宇都宮地方気象台

29

【具体事例】



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

30

【具体事例】

鹿沼市

保育園の保育参観（防災グッズ作り）

地区の防災研修（なまずの学校）

地区の安心安全市民会議（警戒レベル啓発、HUG）

生涯学習教室（警戒レベル啓発、防災グッズ作りなど）



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

○市民講座等の開催に職員を派遣し、講習会で水防災や防災気象情報の普及啓発を実施。
・自治会自主防災組織向けに大雨・台風災害や防災気象情報の普及啓発を実施。
（5月22日益子町）
・防災士養成講座において防災知識や防災気象情報の普及啓発を実施。
（7月27日宇都宮市内（県主催）・日光市、11月9日大田原市、12月1日小山市、 1月19日鹿沼市）
・自主防災会・役員リーダー研修会で防災気象情報や警戒レベル等の普及啓発を実施。
（8月27日宇都宮市）

とちぎ子どもの未来創造大学の体験気象学～芳賀町～

宇都宮地方気象台

31

【具体事例】



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

○不動産関係団体の研修会等の場において、水害リスクに関する情報の解
説等を実施

32

【具体事例】

栃木県
■不動産関係団体： （公社）不動産保証協会栃木県本部

■講習会名： 令和元年度 第２回法定研修会

■日時： 令和元年９月１１日（水）

■参加人数： 約５０名



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

○逃げ遅れ防止啓発リーフレットの作成・配布

33

【具体事例】

栃木県

・逃げ遅れ防止を図るため、
警戒レベルの解説や災害が差
し迫っている場合に取るべき
行動をまとめたリーフレット
を作成し、県民に広く配布を
行った。
①配布手法：自治会を通じて
配布（一部の市は新聞折込）
②作成部数：約６５万部

・県民の日頃からの防災に対
する意識が高まり、災害時に
迅速な避難につながることに
期待。

（表） （裏）



○出前講座により、土砂災害防止に関する説明を実施

■小中高学生及び教職員を対象とした出前講座を実施
29校 2,112名 (R2.3末時点)

■大学及び自主防災組織を対象とした講習会を実施
5回 132名 (R2.3末時点)

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

日光市

宇都宮市

足利市 栃木市

佐野市

鹿沼市

小山市

真岡市

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

野木町

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

壬生町

下野市

上三川町

土砂災害警戒区域指定がされた市町

土砂災害警戒区域の指定のない市町

Ｒ１出前講座（実施）

栃木県立佐野高等学校
5/16 実施

作新学院大学
5/27 実施

【具体事例】

栃木県

34

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施



出前講座の状況

○出前講座により、ダムの一般的な知識、洪水調
整や渇水時の河川への水補給等、ダムの効果に
関する説明を実施。

■実施日：令和元年１１月２９日
■対象者：真岡工業高校生徒及び教職員 ４２名

栃木県県土整備部
７ダム

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

【具体事例】

栃木県

35

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施



○緊急速報メールを活用した「洪水情報」及び「土砂災害警戒情報」の
プッシュ型配信について、関係市町と調整し、実施。

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

【具体事例】

栃木県

36

○具体的な取組
プッシュ型の洪水予報等の情報発信

■運用開始日 令和２年４月１日（水）
■配信エリア
【洪水情報】
県が行う指定河川洪水予報の対象市町（日光市、塩谷町、高根沢町を除く２２市町）
【土砂災害警戒情報】
土砂災害警戒区域がある市町（下野市、上三川町、壬生町を除く２２市町）

栃木県

洪水予報※
土砂災害警戒情報※

作成・発表

携帯電話事業者 配信エリア内の
携帯電話等

※宇都宮地方気象台と共同発表

■洪水情報
■土砂災害警戒情報

NTTドコモ

KDDI

ソフトバンク

緊
急
速
報
メ
ー
ル



○土砂災害・全国防災訓練の実施
（令和元年６月２日）

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
水防団等への連絡体制の再確認

37

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

【具体事例】

宇都宮市

○宇都宮市水防訓練の実施
（令和元年７月１３日）

避難の呼びかけ

要配慮者の避難誘導 五徳縫い工法

積み土のう工法



○令和元年６月９日（日）に水防センターで水防訓練を実施

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
水防団等への連絡体制の再確認

38

那須塩原市

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

【具体事例】



○県管理河川について、出水期前に関係自治体、消防等と連携し、
重要水防箇所の点検を実施

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
水防団等が参加する洪水・土砂災害に対しリスクが高い区間の共同点検

39

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

【具体事例】

栃木県

⑤栃木土木の点検状況（5/27）

一級河川永野川（栃木市岩出）

④安足土木の点検状況（5/30）

一級河川菊沢川（佐野市大橋町）

①宇都宮土木の点検状況（5/22）

一級河川田川（宇都宮市石那田）

⑥鹿沼土木の点検状況（5/31）

一級河川黒川（鹿沼市御成橋町）

②矢板土木の点検状況（5/24）

一級河川大沼川（高根沢町花岡）

③烏山土木の点検状況（5/24）

一級河川武茂川（那珂川町健武）

① ② ③

⑤④ ⑥



○第６８回利根川水系連合・総合水防演習

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施

40

足利市
栃木県

【具体事例】

■日時： 令和元年５月１８日（土）
■場所： 栃木県足利市五十部町地先

（利根川水系渡良瀬川）
■参加人数： 約１６，０００人

（うち訓練参加者２，０００人）

被災状況に応じた水防工法の実施、住民の適切な避難行動に結びつく、わか
りやすい防災情報の発信や多様な手法による避難の呼びかけ等、関係機関が
連携した救出・救護訓練等、タイムラインに沿った実践的な演習を実施。



２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

○具体的な取組
関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施
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○住民参加型の土砂災害・全国防災訓練の実施（口粟野地区）

鹿沼市

災害対策本部

消防団による要配慮者声掛け・搬送

【訓練の概要】
１．開催日時：令和元年６月１６日 ９時００分～１２時００分
２．開催機関：鹿沼市、鹿沼警察署、鹿沼土木事務所、鹿沼市消防団
、粟野地区自治会協議会、上都賀郡市南部地区医師会、

鹿沼歯科医師会、鹿沼薬剤師会
３．訓練参加者：２６２人
４．主な訓練内容

職員動員訓練、伝達訓練、災害対策本部設置、避難訓練、
要配慮者搬送訓練、通信訓練、市道冠水対応訓練、

情報収集訓練、炊き出し訓練、防災講習会
５．訓練で工夫した点

避難困難な要配慮者を、自治会と消防団で協働し、避難所へ
搬送した。

６．訓練により判明した課題
避難所の受付に時間を要するため、どのように受付案内をする
かがポイントとなる。

【具体事例】



○栃木県・真岡市総合防災訓練を令和元年９月１日
（日）に鬼怒自然公園で実施

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

地域住民による救出救助訓練

避難所設営運営訓練 水防訓練

○具体的な取組
関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施
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【具体事例】

真岡市

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化



避難所運営訓練

災害対策本部運営訓練

水防訓練 43

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

【具体事例】

茂木町

○茂木町総合防災訓練を令和元年８月５日（月）に
茂木町役場及び茂木町立須藤小学校で実施



○利根川水系連合・総合水防演習に参加し、気象台展示ブースで水防に関する防災知識
の普及啓発を実施。（５月１８日足利市）
○水防訓練に参加。（７月１３日宇都宮市）
○栃木県・那珂川町防災図上総合訓練に参加、気象解説を実施。（８月１日県・那珂川町）
○防災訓練で気象台～自治体のホットラインを実施。（５月２７日佐野市・８月５日茂木町）
○栃木県・真岡市総合防災訓練に参加。（９月１日）

気象台展示ブースで防災知識の普及啓発（R1.5.18） 宇都宮市水防訓練（R1.7.13）

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施

宇都宮地方気象台
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【具体事例】



○関係機関と連携した土砂災害防止に関する防災訓練を実施
27回 33,418名（R2.3末時点）

参加市町数
（市町）

参加人数
（人）

声をかけ合いながら避難する地域住民
6月16日 佐野市常盤地区

消防団による要配慮者声掛け・搬送
6月17日 鹿沼市口粟野地区

土砂災害区域説明会
6月17日 高根沢町上高根沢地区

要配慮者施設避難訓練
6月20日 さくら市下河戸地区

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施
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栃木県

【具体事例】

（参考）
H31.3末時点
33,900人（23市町）

R2.3末時点
33,418人（22市町）

R2実施目標
・実施地区を拡大
・参加人数の拡大


